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対
馬
の
多
く
の
集
落
で
は
古
く

か
ら
盆
踊
り
が
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
踊
り
は
他
の
多
く
の

地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

広
場
な
ど
で
老
若
男
女
が
賑
や
か

に
輪
に
な
っ
て
踊
る
の
で
は
な
く
、

社
寺
の
境
内
、
旧
家
の
庭
、
初
盆

の
家
な
ど
特
定
の
場
所
で
二
列
縦

隊
に
な
っ
て
一
貫
し
て
中
腰
で
踊

る
も
の
で
す
。
踊
る
者
は
男
性
の

み
に
限
ら
れ
、
青
年
の
通
過
儀
礼

の
一
環
と
し
て
村
の
生
活
に
根
ざ

し
育
ま
れ
て
伝
承
さ
れ
た
対
馬
独

自
の
民
俗
芸
能
で
す
。

　
盆
踊
り
の
目
的
は
大
き
く
分
け

て
二
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
厳
し
い
島
の
生
活
の
な
か

で
自
然
の
恵
み
で
あ
る
大
漁
豊
作

を
神
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
対
馬
は
自
然
環
境
の
非
常
に
厳

し
い
地
で
す
。
今
の
よ
う
に
こ
ま

か
な
気
象
情
報
が
全
く
な
い
時
代

に
、
そ
の
対
応
を
神
仏
に
祈
る
し

か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
共
同
の
利
害
を
分

か
ち
も
つ
者
同
士
の
連
帯
で
し
た
。

対
馬
は
土
地
の
約
９
割
が
山
林
で
、

各
集
落
は
孤
立
し
た
生
活
を
営
ま

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に

明
治
の
時
代
か
ら
島
全
体
が
軍
事

要
塞
の
地
と
さ
れ
、
昭
和
二
十
年

ま
で
は
一
切
の
開
発
・
調
査
・
撮

影
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
島
の
人
々
は
厳
し

い
自
然
、
閉
鎖
的
社
会
、
経
済
条

件
の
も
と
で
、
古
く
か
ら
の
伝
統

芸
能
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。
言

い
か
え
れ
ば
対
馬
の
盆
踊
り
は
対

馬
の
歴
史
風
土
が
生
み
出
し
、
育

て
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
対
馬
の
盆
踊
り
が
い
つ
頃
か
ら

始
ま
っ
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
藩
政
記
録
に
よ
れ
ば
、

享
保
年
間（
1
7
1
6
〜
1
7
2
5
）

に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
か
ら
昭
和
三
十

年
代
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落

で
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
度

経
済
成
長
期
に
な
る
と
中
学
校
を

卒
業
し
た
若
者
が
集
団
就
職
で
島

を
離
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ひ
と
月

以
上
の
練
習
が
必
要
な
盆
踊
り
は

徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

　
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
厳
原
町

の
阿
連
・
曲
、
豊
玉
町
の
廻
、
峰

町
の
吉
田
・
上
里
、
上
対
馬
町
の

舟
志
な
ど
で
、
毎
年
八
月
十
五
日

前
後
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
馬

の
盆
踊
り
を
は
じ
め
と
し
た
無
形

民
俗
文
化
財
の
継
承
は
全
国
的
に

も
大
き
な
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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今月のおすすめ新着本�

【吉川英治文学新人賞(第31回)】
【本屋大賞(第7回)】
　江戸時代、「日本独自の暦」を作ることに生涯
を賭けた男がいた。碁打ちにして数学者の20年
にわたる奮闘・挫折・喜び、そして恋ー。太陽暦
を作り上げる計画を、個の成長物語として重厚
に描く。『野生時代』掲載を単行本化。

『天地明察』�冲方　丁／著�

１．おはなし会：8月・9月のおはなし会は電子化導入作業のためお休みします。�
　 10月は4周年記念イベントを予定しています。どうぞお楽しみに！！ �
２．館内作業のお知らせ：現在電子化導入作業中のため、貸し出しができない�
     棚があります。　読みたい本が棚にない場合は、カウンターまでお申し出�
    下さい。 市民の皆さまには、ご不便をおかけ致しますが、ご理解とご協力をお願い致します。 �

�

　尖閣、与那国、対馬、竹島、南鳥島、沖の鳥島、
択捉、国後…。ロシア、韓国、中国、台湾の近隣
諸国と、領土問題や幾つかのトラブルを抱え
ている日本。国境の島全てに上陸した唯一の
写真家である著者が、日本の国防を問う。

　体脂肪計シェアナンバー1のタニタの社
食の定食レシピ31日分を収録。肉も野菜も
たっぷり、おいしさ・ボリュームをそのままに、
カロリーダウン、塩分ダウンなどのコツを
紹介する。

『体脂肪計タニタの社員食堂』�
株式会社タニタ／著�

『国境の島が危ない！』�
山本　皓一／著�一

般
書�

【日本児童文学者協会新人賞（第34回）】　　
　突然、赤ちゃんがぼくの家にやってきた。大
声で泣くし、おしめだって取り替えなくちゃい
けない。でも、とってもかわいくなってきた。そ
う思ったら、まもくんが引き取られることにな
った…。もっといろんな事をしておけば良かった。

『わすれてもいいよ』�
渋谷　愛子／著�

　やせっぽちの少年ジェベルの住む町では、
死刑執行人がとても名誉ある地位にある。
ジェベルは、父のあとを継いで死刑執行人
になるため、奴隷のテル・ヒサニと試練の旅
に出かける。

『やせっぽちの死刑執行人  上・下』�
ダレンシャン／著� 廣田　弘子／著�

　片貝川に住んでいる河童のかんきち。母親
思いで村の子どもたちとも仲がよかったか
んきちだが、あるとき子ども殺しの濡れ衣を
着せられて、村人たちに叩き殺されてしまう。
しばらくして、村の子どもたちに疫病がはや
りだし…。

『かっぱのすりばち』 （再話）�
児
童
書�

対
馬
の
盆
踊
り�

※お願い・・・�
　返却されていない本はありませんか？�
　入力作業が出来ずに困っています。�
　未返却本に心当たりの方は、大至急�
　図書館まで返却下さい。 �

厳原町曲の盆踊り�
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年
金
コ
ー
ナ
ー�

　
経
済
的
な
理
由
等
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」や「
若

年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
を
受
け
ず
保
険
料
が

未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
手
続
き
は
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
役
所
市

民
課
（
又
は
住
民
生
活

課
）
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
申
請
書

は
、
担
当
窓
口
に
あ
り

ま
す
）

　
平
成
22
年
度
の
免
除

等
の
受
付
は
、
平
成
22

年
７
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
平
成
22
年
７
月

か
ら
平
成
23
年
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
し
ま
す
。
（
申

請
は
原
則
と
し
て
毎
年

度
必
要
で
す
）

　
な
お
、
平
成
22
年
７

月
に
申
請
す
る
場
合
は
、

　
平
成
21
年
７
月
か
ら

平
成
22
年
６
月
分
ま
で

の
期
間
（
前
サ
イ
ク
ル

分
）
に
つ
い
て
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
７
月
に
前
サ
イ
ク
ル

分
の
免
除
等
も
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
申
請
書

を
２
枚
提
出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

（
前
年
の
所
得
が
わ
か

ら
な
い
と
免
除
申
請
を

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
住
民
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
）

○
問
い
合
わ
せ

　
日
本
年
金
機
構

　
長
崎
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
５（
８
６
１
）

　
　
１
５
８
２

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所

　
出
張
年
金
相
談

場
所
‥
上
対
馬
総
合

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

日
時
‥
８
月
19
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
午
後
５
時
ま
で
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〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26福岡Dビル11F�
☎092（481）6411　FAX092（292）8786�
ブログ/『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/�
スタッフ/武末祥人・阿比留忠明・古賀陽子�

対馬市福岡事務所�
レポート�

広報

つしま版

　福岡市西区にある商業施設マリノアシティ福岡の中に、九州の
村々でこだわりを持って作られた産品を取り扱っている「九州の
ムラ市場」があります。対馬の商品もトロの華をはじめ、数点の
水産加工品などを取り扱っていただいています。�
　その3号店がリニューアル中の博多駅新幹線コンコース内にオ
ープンしたので、挨拶をかねて視察に行ってきました。�
　こちらの店でも対馬の商品を数点置いていただいています。駅
は全国各地の方が利用するため、ここでの販売は全国展開できる
可能性を秘めています。そのためには商品を手に取ってもらえる
ような仕掛けが必要だと感じて帰ってきました。�

　ホテル日航福岡で8月1日から9月末ま
で、対馬・壱岐・五島の産品によるフェ
ア「長崎三島物語」を開催していただく
ことになりました。�
　このフェアの先駆けイベントとして、
対馬産養殖本マグロやアナゴを使ったコ
ース料理が1日限定で登場。見事な職人
技と上品な空間でいただく対馬の魚は格
別。日本酒と塩も対馬のものが使われ華
を添えていました。�

駅から全国展開を！�
福岡事務所のスタッフが、福岡で触れた�
対馬をご紹介するコーナーです。�
�

福岡で見つけた “対馬のいいもの”

○
国
民
年
金
保
険
料�

　
　
免
除
等
の
申
請
に�

　
　
　
　
　
　
つ
い
て�

カラーでお見せできないのが残念です。�カラーでお見せできないのが残念です。�

格別の味!�
対馬の魚をホテルのディナーで!
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